
 

 

 
名古屋大学数学教育セミナー 

 

第４０回プログラム 
 

 日時：2013 年９月２８日（土）１４：００～１７：００ 

 場所：名古屋大学大学院多元数理科学研究科多元数理科学棟 409 号室 

 プログラム： 

  １．講演：江戸の数学塾に学ぶ数学教育 

   小川 束 （四日市大学環境情報学部・教授） 

  ２．講演：江戸の数学文化を現代に活用した教育実践 

   牧下 英世（芝浦工業大学工学部共通学群・准教授） 

 
●講演内容・開催場所交通案内等についてはウェブページを御覧下さい： 
 http://www.math.nagoya-u.ac.jp/~namikawa/ 
 
●参加自由。事前の申し込みは必要ありません。参加費は無料です。 
 
名古屋大学数学教育セミナーは，現職の数学教員と，数学教員を志望する大学院生・学

部学生がともに集い，学問としての数学をいかに教育の中で活かしていくかを考え，ま

たその目的のために数学・数学教育学について学んでいく，自由な意見交換の場です。 

 
●世話人・問い合わせ先 
  浪川 幸彦 
   所属：椙山女学園大学教育学部 
   電子メール：namikawa@sugiyama-u.ac.jp 
   電話：052-781-4480 
  三宅 正武 
   所属：名古屋大学大学院多元数理科学研究科 
   電子メール：mmiyake@math.nagoya-u.ac.jp



 

 

１．江戸の数学塾に学ぶ数学教育 
小川 束 

 
 江戸時代に，現在の千葉県に至誠賛化（しせいさんか）流という数学の流派がありました．
この塾は数学史上傑出した人物を格別輩出した訳でもなく，ごく普通の塾でした． 
 ところがこの塾は私たちに貴重な書物を残してくれました．それは活動の記録をまとめた年
報です．そこには門人達が作った平面幾何や立体幾何の問題とその解答が記載されているだけ
でなく，門人達によるコメントも記されていて，門人達の数学の楽しみ方を垣間見る事ができ
ます．また，年報の劈頭には門人の心得が記されていて，数学の勉強の仕方や心構えが述べら
れています． 
 今回の講演ではこの至誠賛化流の年報を紹介するとともに，現代の数学教育を念頭に置きな
がら，江戸時代の人々にとって数学とは何だったのか，どのように数学の勉強したのか，私見
を披瀝させていただきます．またこの年報に記載された史料の教材化についても述べたいと思
います． 
 
 
 
２．江戸の数学文化を現代に活用した教育実践 

牧下 英世 
 
 江戸時代の数学というと、寺子屋での学び，特に，"そろばん"をイメージする人が多いよう
です。しかし、現在に残されている書物を紐解けば，江戸時代の人たちが様々な数学に取り組
んでいたことがわかります。その内容は，クイズやパズルなどの遊びの数学や，両替・測量な
ど日常生活に必要な数学から，例えば、円に内接する正 32768 角形の周の長さを計算するこ
とによって円周率を3.1415926...と計算した数学まで多岐にわたります。 
 江戸時代の数学の発展の礎は、関孝和や建部賢弘らの研究により固められました。そして、
時代は進み江戸後期になると、多くの人の研究によって数学はさらなる発展をとげていきまし
た。明治になり、西洋から入ってきた数学を"洋算"、これまでの江戸の数学を"和算"と呼び区別
するようになりました。 
 1872 年，明治政府は学制により、学校では洋算による教育をはじめました。それにともな
って和算を学ぶ者は徐々に少なくなっていきました。そのため、江戸の数学文化は、残された
書物や学会などで発表される研究者の業績、研究会活動などから知る状況になっています。 
 本講演では、和算の内容や算額奉納の風習を江戸の数学文化として捉え、中学校や高等学校
の数学教育で取り組んできた教育実践を、東京都渋谷区の金王八幡神社，千葉県いすみ市の飯
縄寺，岐阜県郡上市の八幡神社などの算額の問題，『求積』（関孝和），『算法助術』（山本賀前）
などの和算書で取り上げられている問題の教材化について紹介したいと思います。 


